
石巻法人会広報誌

228
2022.3.31

印刷／㈱松弘堂

公益社団法人

租税教室写真�…………………………………………………………… P１        
改正 育児・介護休業法�………………………………………………… P２,３
令和３年度「第14回税の絵はがきコンクール」作品紹介�………… P４,５
事業報告�………………………………………………………………… P６,７
石巻湊隆盛の礎③「航海の日和見」�………………………………… P８,９
石巻税務署より�………………………………………………………… P10,11
虫に羽を生やし飛行機代わりに  寄生RNA、驚異の生存戦略 �…… P12
新入会員の紹介及び行事予定・各セミナー予定�…………………… P13
石巻法人会受託会社のご紹介�………………………………………… P14

租税教室（石巻市立万石浦小学校）



令和４年３月31日 石 巻 法 人 会 広 報 誌 第228号（2）



石 巻 法 人 会 広 報 誌 令和４年３月31日（3）第228号



令和４年３月31日 石 巻 法 人 会 広 報 誌 第228号（4）

東松島市立宮野森小学校

二
にの

宮
みや

悠
ゆう

斗
と

さん

石巻市立石巻小学校

浜
はま

名
な

幸
ゆき

音
ね

さん

石巻市立石巻小学校

髙
たか

橋
はし

星
せい

良
ら

さん

法人会
会長賞石巻税務

署長賞

法人会
女性部会長賞

２市１町の小学６年生
10校240作品応募の
中から、税のイベント
にて587名の方に投票
して頂いた結果選ばれ
た作品です。

［東北六県連］優秀賞
法人会全国女性フォーラム静岡大会  展示作品
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石巻市立山下小学校

高
たか

橋
はし

志
し

帆
ほ

さん

東松島市立矢本東小学校

戸
と

村
むら

日
ひ

南
な

さん

石巻市立山下小学校

稲
いな

葉
ば

結
ゆう

菜
な

さん

石巻市立鹿又小学校

熊
くま

谷
がい

快
かい

晴
せい

さん

東松島市立矢本東小学校

木
き

　村
むら

　友
ゆ

梨
り

香
か

さん

東松島市立矢本東小学校

新
にい

原
はら

彩
さ

月
つき

さん

入賞
作品

（7作品）

石巻市立釜小学校 渋
しぶ

田
た

海
かん

永
な

さん
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簿記試験３級対策講座
（全12回）

健康セミナー
「手足のしびれ・痛み・麻痺について」

新設法人説明会（全２回）

「ZOOM活用の基本！」セミナー

法人税務セミナー（全２回）

「生産性向上と人材の定着とは」セミナー「中小企業の防災、減災セミナー」

インフルエンザ予防接種

石巻税務署へ新年の表敬訪問

日　　付　令和３年11月12日㈮～
令和４年２月18日㈮

会　　場　石巻ルネッサンス館

日　　付　令和４年２月10日㈬
会　　場　石巻グランドホテル
講　　師　社会医療法人将道会 総合南東北病院
　　　　　理事長特別補佐監兼執行本部長
　　　　　松島　忠夫 氏

日　　付　令和４年２月１日㈪
会　　場　石巻ルネッサンス館
講　　師　石巻税務署法人課税第一部門
　　　　　上席国税調査官　浅野　昭二 氏

日　　付　令和４年２月16日㈬
会　　場　石巻市かわまち交流センター
講　　師　大谷更生総合研究所合同会社
　　　　　代表社員　大谷　更生 氏

日　　付　令和４年２月２日㈪・３日㈫
会　　場　石巻ルネッサンス館
講　　師　石巻税務署法人課税第一部門
　　　　　総括上席国税調査官　樋口　誠 氏
　　　　　上席国税調査官　浅野　昭二 氏

日　　付　令和４年３月４日㈮
会　　場　石巻市かわまち交流センター
講　　師　㈱Gentle
　　　　　代表取締役　中村　成博 氏

日　　付　令和４年３月８日㈫
会　　場　石巻グランドホテル
講　　師　㈱BCP JAPAN
　　　　　代表取締役　山口　泰信 氏

日　　付　令和３年11月27日㈯
会　　場　石巻ルネッサンス館日　　付　令和４年１月５日㈬　　　会　　場　石巻税務署

本 部 会

事 業 報 告 令和３年11月

～

令和４年２月
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第35回法人会
全国青年の集い 佐賀大会

租税教室⑩

租税教室⑪

フラワーアレンジメントセミナー

未使用タオルの寄贈活動

租税教室⑥

日　　付　令和３年11月25日㈭・26日㈮
会　　場　佐賀市文化会館・オンライン
講  演  会　「身体と心・仕事と家庭バランス良く過ごすために」
講　　師　タレント　優木　まおみ 氏

日　　付　令和３年12月７日㈫
会　　場　石巻市立万石浦小学校
講　　師　部会長　柳橋　哲也 氏

日　　付　令和４年１月25日㈫
会　　場　石巻市立広渕小学校
講　　師　部会員　齊藤　幸一 氏

日　　付　令和３年12月23日㈭
会　　場　石巻グランドホテル
講　　師　㈱大森花園
　　　　　代表取締役　大森　憲市 氏

日　　付　令和３年12月14日㈫～
令和４年１月18日㈫

寄  贈  先　17施設
枚　　数　約2,350枚

（会員・一般の方よりご協力いただきま
した）

日　　付　令和４年１月27日㈭
会　　場　石巻市立桃生小学校
講　　師　副部会長　岩倉　智津江 氏

青 年 部 会 女 性 部 会

　新庄剛志監督（北海道日本ハムファイターズ）の誕生はさまざまな話題
を提供した。開口一番、「ビッグボス」と呼んでくれ、「優勝は目指さない」
と言ったり、派手に登場したり、風変わりな練習法など、その言動には
賛否両論なのである。
　テレビでインタビューを受ける多くの選手が「そうですねー」から始め
るのをお気づきか？　新庄監督はそれを禁止した。「思ったことを素直
に話せばいいだけ。いいことをしゃべろうと思うな」と。
　大賛成である。以前から気になっていた。選手にとっては“相づち”
のようなものだろうけど、聞かれるたびに「そうですねー」は、頭が悪い
のかとも思ってしまう（ゴメン！言い過ぎた）。
　テレビで気になる言葉はまだある。若きアイドルたちのほとんどが自
分の両親のことを「お父さん」「お母さん」と言う。なかにはインテリぽい
タレントや芸人も「お母さん」とくるからガッカリだ。
　こういう場合は「父」「母」と言うことは小中学校で習うはず。忘れてい
たのなら所属の事務所やマネジャーが教育すべきだろう。
　５月８日は「母の日」。決して「お母さんの日」じゃないのだよ。

【筆者紹介】藤木順平（ふじき・じゅんぺい）　フリーランスライター。
日本笑い学会会員。

フリーランスライター　藤木　順平
「そうですねー」はそうじゃない
コラム
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う
哀
し
い
話
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
西
洋
の
あ
る
港
町
で
は
二

階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
帰
港
す

る
船
が
見
え
る
よ
う
に
造
ら
れ

た
街
並
み
が
あ
り
ま
す
。

　

宝
暦
一
三
年（
一
七
六
三
）神

社
仏
閣
書
上
控
に
は「
舟
子
が

こ
の
山
に
登
っ
て
潮
勢
や
晴

雨
、
水
色
、
風
波
の
変
化
を
見

る
の
で
日
和
山
と
云
う
、
山
高

三
九
間
」と
記
し
て
あ
り
ま
す
。

日
和
山
と
名
付
け
ら
れ
た
山
は

全
国
に
八
〇
ヶ
所
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
宮
城
県
に
は
四
ヶ
所
あ

り
、
石
巻
・
寒
風
沢
島
・
蒲
生
・

閖
上
に
あ
り
、
石
巻
の
日
和
山

が
一
番
高
く
て
標
高
五
六
ｍ
で

す
。
他
に
牡
鹿
半
島
寄
磯
に
は

屋
号
が
日
和
山
と
い
う
鈴
木
家

が
あ
り
ま
す
。
寒
風
沢
島
の
日

和
山
は
標
高
約
二
〇
ｍ
で
天
保

一
二
年（
１
８
４
１
）の
方
角
石

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
蒲
生

と
閖
上
の
日
和
山
は
江
戸
時
代

に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
蒲

生
は
明
治
時
代
、
閖
上
は
大
正

時
代
に
漁
業
者
の
た
め
に
築
山

さ
れ
ま
し
た
。
蒲
生
の
日
和
山

は
か
つ
て
日
本
一
低
い
山
で
し

た
。（
標
高
六
ｍ
）し
か
し
、
大

坂
の
天
保
山（
標
高
四
・
五
ｍ
）

に
一
時
日
本
一
の
座
を
奪
わ
れ

ま
し
た
が
、
現
在
は
津
波
の
た

め
標
高
三
ｍ
と
な
り
再
び
日

本
一
低
い
山
と
な
り
ま
し
た
。

（
国
土
地
理
院
）毎
年
山
開
き
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
和
山
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
時
の
頃

か
ら
で
し
ょ
う
か
。
調
べ
て
み

る
と
日
和
山
の
初
見
は
静
岡
県

下
田
港
の
大
浦
日
和
山
で
す
。

下
田
港
は
廻
船
に
と
っ
て
は
重

要
な
港
で
、
大
坂
方
面
か
ら
江

戸
へ
向
か
う
廻
船
は
必
ず
通
過

　

こ
れ
ま
で
の
二
回
は
少
し
固

い
お
話
だ
っ
た
の
で
、
今
回
は

身
近
な
日
和
山
に
つ
い
て
記
し

て
み
ま
す
。
石
巻
市
民
に
と
っ

て
日
和
山
は
眺
望
が
良
く
、桜
・

つ
つ
じ
の
公
園
で
標
高
は
低
く

て
も
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
山
で

し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
旧
市
内
で

日
和
山
に
登
っ
た
こ
と
が
無
い

方
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
日
和
山
公
園
は
今
か
ら

一
〇
六
年
前
の
大
正
四
年
、
第

九
代
石
母
田
町
長
時
代
に
開
園

し
ま
し
た
。
鹿
島
御
児
神
社
境

内
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
民
有
地

だ
っ
た
の
で
買
収
し
た
土
地
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
公
園
開
設

で
は
、
東
京
市
の
公
園
課
長
井

下
清
氏
の
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
た

が
、
当
時
は
財
政
難
で
桜
と
つ

つ
じ
の
植
栽
程
度
で
し
た
。

　

さ
て
、
日
和
見
主
義
と
い
う

言
葉
は
、「
形
勢
を
う
か
が
っ

て
、
自
分
の
都
合
の
良
い
方
に

つ
こ
う
と
二
股
を
か
け
る
こ

と
、
政
治
運
動
な
ど
で
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
」と
あ
り
、

あ
ま
り
い
い
意
味
で
使
わ
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
昔
の
船
乗
り

に
と
っ
て
日
和
見
は
重
要
で
し

た
。
天
気
予
報
な
ど
な
か
っ
た

江
戸
時
代
、
出
帆
の
好
機
を
見

極
め
る
の
は
命
に
か
か
わ
る
こ

と
で
し
た
。
船
頭
は
日
和
山
で

天
候
を
見
定
め
、
出
帆
し
ま
し

た
が
予
測
が
外
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
廻
船
は
天
気
が
良

い
と
複
数
の
船
が
同
時
に
出
帆

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、

遭
難
す
る
場
合
も
複
数
の
船
が

遭
難
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

日
和
山
は
名
の
通
り
船
乗
り

が
天
候
の
観
測
の
た
め
上
っ
た

山
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
和
山

の
研
究
者
に
よ
る
と
、
そ
の
ほ

か「
出
船
を
見
送
る
こ
と
」「
入

船
を
望
見
す
る
こ
と
」な
ど
の

役
目
も
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
海
洋
小
説
に
は

「
未
亡
人
の
丘
」と
い
わ
れ
た
丘

が
あ
り
、
遭
難
し
て
帰
ら
ぬ
夫

を
毎
日
丘
に
登
っ
て
待
つ
と
い
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す
る
場
所
な
の
で
す
。
江
戸
時

代
に
な
る
と
造
船
も
進
歩
し
、

櫓
櫂
を
備
え
な
い
帆
走
専
門
の

船
が
出
現
し
ま
し
た
。
櫓
櫂
が

な
い
こ
と
で
乗
組
員
数
は
削
減

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
天

候
の
予
測
が
重
要
に
な
り
、
各

地
に
日
和
山
と
呼
ば
れ
る
山
が

で
き
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

寛
永
一
六
年（
１
６
３
９
）伊

勢
国
の
大
淀
三
千
風（
お
お
よ

ど
み
ち
か
ぜ
）は
、
寛
文
九
年

（
１
６
６
９
）に
松
島
を
訪
れ
、

仙
台
に
一
五
年
間
暮
ら
し
ま
し

た
。
天
和
二
年（
１
６
８
２
）に

は
、
松
島
・
塩
釜
・
石
巻
な
ど

の
俳
句
を
集
め
て「
松
島
眺
望

集
」を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の

中
に
は
俳
句
が
二
百
句
以
上
納

め
ら
れ
て
お
り
、各
地
の
浦
々
・

島
々
・
山
々
な
ど
を
詠
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
石
巻
の
部
分
に
日

和
山
が
四
句
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
石
巻
の
日
和
山
の

初
見
と
思
わ
れ
ま
す
。「
日
和

山
小
鹿
湊
袖
の
渡
り
の
川
口
也

葛
西
の
三
郎
清
政（
マ
マ
）古
城

の
伝
え
あ
り
」と
日
和
山
を
詠

ん
だ
四
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
詠
み
人
は
、キ
ム
ラ
一
水
・

上
地
柳
也
・
山
ガ
タ
河
童
・
み

ち
風
で
す
。
詠
み
人
の
中
で
上

地
の
ご
先
祖
は
一
六
二
〇
年
頃

に
伊
勢
か
ら
来
た
伊
勢
屋
太
郎

左
衛
門
で
、
三
千
風
と
は
何
ら

か
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
石
巻
公
民
館
裏
手
に
あ
る

薬
師
堂
に
伊
勢
屋
甚
四
郎
が
奉

納
し
た
天
和
二
年
の
灯
篭
の
一

部
が
残
っ
て
お
り
、
松
島
眺
望

集
を
刊
行
し
た
年
で
何
か
関
り

が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

伊
勢
屋
太
郎
左
衛
門
は
本
町

開
祖
の
一
人
で
、
本
町
の
米
蔵

の
建
設
に
関
わ
り
、
御
蔵
守
を

務
め
ま
し
た
。
第
四
代
与
四
郎

の
時
に
仙
台
藩
主
の
御
仮
屋
、

敷
地
を
提
供
し
そ
の
功
に
よ
り

上
地
の
苗
字
を
賜
り
ま
し
た
。

享
保
の
絵
図
で
は
そ
の
場
所
は

御
殿
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明

治
六
年
に
石
巻
小
学
校
が
開
校

し
た
時
は
こ
の
場
所
で
し
た
。

ま
た
、
御
殿
横
丁
は
植
地
家
の

土
地
に
通
し
た
道
路
で
、
明
治

二
三
年
に
御
殿
の
場
所
に
新
し

く
開
設
し
た
道
で
す
。

　

三
千
風
の
本
名
は
三
井
友
翰

で
、
延
宝
七
年（
１
６
７
９
）矢

数
俳
諧
に
挑
戦
し
一
昼
夜
で

三
千
句
を
成
し
、「
仙
台
大
矢

数
」と
し
て
刊
行
、
以
後
三
千

風
と
名
乗
り
ま
し
た
。
三
千
風

は
芭
蕉
よ
り
五
歳
年
上
、
芭
蕉

が
石
巻
に
来
た
の
は
元
禄
二
年

（
１
６
８
９
）で
三
千
風
に
会
う

の
も
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
と
も

云
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
芭
蕉

が
仙
台
に
来
た
時
に
は
三
千

風
は
旅
に
出
て（
天
和
三
年
か

ら
七
年
間
の
全
国
行
脚
）い
な

か
っ
た
の
で
芭
蕉
と
の
接
点
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
後
、

三
千
風
は
大
磯（
神
奈
川
県
）に

鴫
立
庵（
し
ぎ
た
つ
あ
ん
）を
結

び
ま
し
た
。
三
千
風
は
七
巻
七

冊
か
ら
な
る「
日
本
行
脚
集
」も

刊
行
し
て
い
ま
す
。
宝
永
四
年

（
１
７
０
７
）六
九
才
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。「
お
く
の
ほ
そ
み

ち
」と
名
付
け
た
の
は
三
千
風

と
も
云
わ
れ
、
芭
蕉
は
そ
の
名

を
紀
行
文
の
タ
イ
ト
ル
と
し
た

と
云
わ
れ
ま
す
。
芭
蕉
は
西
行

没
後
五
百
年
忌
を
記
念
し
て
西

行
の
足
跡
を
た
ど
り
、
三
千
風

と
芭
蕉
の
歩
い
た
場
所
は
ほ
ぼ

同
じ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

享
保
の
絵
図（
１
７
３
５
年

頃
）に
は「
ひ
よ
り
山
あ
た
ご

社
」と
あ
り
、
日
和
を
見
た
場

所
は
こ
の
付
近
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
天
気
予
報
が
発

達
し
、
船
の
性
能
も
向
上
し
た

現
代
で
は
船
乗
り
が
日
和
山
に

上
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
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　植物がおいしい実をつけて鳥に種子を運ばせたり、ウイルスが変異を繰り返して感染力を高めたりするのは、
分布域を拡大して自然界で生き残るための重要な戦略です。ところが最近の北海道大学の研究で、植物ウイルス
に寄生する微小なＲＮＡ（リボ核酸）分子の、もっとすごい戦略が分かりました。なんと、アブラムシをおびき
寄せて遺伝子を勝手に操作し、無理やり羽を生やしてプライベートジェット機のように使って遠方へ分布を拡大
しているというのです。

■なぜ寄生するのか、謎に挑む
　このＲＮＡ分子は、タバコに感染する植物ウイルスに寄生しています。ごく小さく、タンパク質合成や遺伝に
関わる情報は持ちませんが、植物の生命現象を調節する生理活性に関与し、病原体のように振る舞います。
　通常の植物ウイルスに感染したタバコの葉は、色はそのままですが成長が阻害され枯れてしまいます。一方、
寄生ＲＮＡがいる植物ウイルスに感染したタバコの葉は、鮮やかな黄色に変わりますが光合成の働きに影響はな
くそのまま成長します。
　寄生ＲＮＡは、植物ウイルスの増殖には全く関与せず、影響も受けないことが判明しています。それではなぜ
寄生し、葉を変色させるのでしょう。研究チームは謎の解明に挑みました。

■アブラムシは黄色が大好き
　タバコに感染する植物ウイルスは、さまざまな農作物の害虫であるアブラムシが媒介して広がります。そこで
チームは、通常の植物ウイルスに感染していて緑の葉のタバコの鉢植えと、寄生ＲＮＡがいる植物ウイルスに感
染して葉が黄色くなったタバコの鉢植えを用意。その中間に約 100 匹のアブラムシを放してみました。すると、
大半のアブラムシが黄色い葉のタバコに移動するではありませんか。
　寄生ＲＮＡは、より多くのアブラムシを引き寄せるため、タバコの葉をアブラムシが大好きな黄色に変化させて
いたわけです。多くのアブラムシが葉や茎から汁を吸ってウイルスに感染すれば、寄生ＲＮＡの分布の拡大につな
がります。タバコの成長や光合成への影響がないのも、枯らさないことで感染の機会を増やすためなのでしょう。
　ところが、話はこれで終わりませんでした。この実験を丁寧に観察していた学生から「緑の葉に集まったアブ
ラムシの体色は緑のままでしたが、黄色い葉に集まったアブラムシの大半は、体の色が赤に変化しています」と
の報告があったのです。

■遺伝子を操作し羽を生やす
　通常、アブラムシは羽のない状態で過ごし、あまり長距離は移動しません。ただ、繁殖時期や餌が減り飢餓状
態の時期は、体が赤くなった後に羽が生えて遠くに移動します。実験で赤くなったアブラムシも、数日後に羽が
生え飛び回ったそうです。
　アブラムシの羽の発生に関わる遺伝子は、通常は働きが阻害されており、繁殖期や飢餓状態の時だけ阻害が解
除されると分かっていますが、実験に使ったアブラムシは該当しません。そこで遺伝子の状態を詳しく解析した
ところ、タバコの葉を経由してアブラムシの体内に入った寄生ＲＮＡが、阻害要因を取り除いていたことが判明
しました。
　これらから、寄生ＲＮＡはタバコの葉を黄色くしてアブラムシを大量におびき寄せ、遺伝子を都合よく操作し
強引に羽を生やして飛行させ、分布域を拡大していると分かりました。なんと驚くべき戦略でしょう。
　ただ、チームによると、この仕組みを応用すれば、アブラムシを集めるだけ集め、羽を生えさせずに退治する
ような、農薬使用が少ない駆除法の開発につながるかもしれないそうです。

【筆者紹介】伊藤壽一郎（いとう・じゅいちろう）東京都生まれ。学習院大学卒業後、産経新聞社に入社し、文化部、経済部、
社会部などを経て2002年から科学部。現在は文部科学省の科学技術部門を担当し、原子力から地震、宇宙、物
理、化学、生物、ＩＴまで、幅広い分野を取材対象としている。著書に『生きもの異変　温暖化の足音』（共著、
扶桑社）、『新ライバル物語　闘いが生む現代の伝説』（共著、柏書房）などがある。

虫に羽を生やし飛行機代わりに  寄生RNA、驚異の生存戦略
産経新聞科学部記者　伊　藤　壽一郎
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※当会ホームページからも、行事予定がご覧いただけます。
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、予定が変更になる場合がございます。http://www.i-houjinkai.jp

行 事 予 定
４月５日 ㈫ 第１回税制委員会 12：00 大もりや本店

４月６日 ㈬ 第１回広報委員会 12：00 石巻グランドホテル

４月７日 ㈭ 女川支部：第１回役員会 11：30 女川町まちなか交流館

４月13日 ㈬ 令和４年度「新入社員セミナー」 10：00 石巻グランドホテル

４月14日 ㈭ 第16回法人会全国女性フォーラム静岡大会 14：00 ツインメッセ静岡ほか

４月15日
　～16日

㈮
㈯ 女性部会：会員親睦視察研修会 未定 静岡県内

４月25日 ㈪ 県青連：第１回部会長会議 18：30 未定

４月26日 ㈫ 宮城県連：第１回事務局長会議 13：00 宮城県連事務局会議室

５月11日 ㈬ 監査会 12：00 石巻ルネッサンス館

５月17日 ㈫ 宮城県連：第１回総務委員会 15：00 宮城県連事務局会議室

５月20日 ㈮ 宮城県連：第１回理事会 12：00 未定

５月24日 ㈫ 女性部会：第１回役員会・報告会・
公開講演会・会員交流会 11：30 石巻グランドホテル

５月26日 ㈭ 県女連：第１回部会長会議 未定 未定

６月10日 ㈮ 宮城県連：第１回税制委員会 15：00 未定

６月17日 ㈮

定時社員総会 16：00 石巻グランドホテル

公開講演会（石巻税務署長） 17：30 石巻グランドホテル

会員交流会 18：30 石巻グランドホテル

６月20日 ㈪ 宮城県連：定時社員総会 未定 江陽グランドホテル（仙台市）

　
正
会
員
入
会

㈱
千
葉
タ
イ
ヤ
商
会〔
自
動
車
部
品
小
売
業
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役　

千
葉　

隆
志　

石
巻
市
田
道
町
一
丁
目
二

－

三
○

　
賛
助
会
員
入
会

斎
藤
建
装〔
建
設
業
〕　
代　
　

表　

斎
藤　

直
美　
石
巻
市
の
ぞ
み
野
四
丁
目
二
二

－

十
二

㈱
ケ
ー
・
ワ
イ
・
エ
ス　
代
表
取
締
役　

山
田　

和
也（
そ
の
他
情
報
非
公
開
）

新 
規 

入 

会 

会 

員 

紹 

介

▪解答を書いたパズルを切り取
るかまたはコピーして、ハガキ
に貼り、住所・氏名・連絡先と
広報誌の感想・ご意見などを
一言ご記入いただき、法人会
事務局へお送り下さい。正解
者の中から抽選でクオカード
1,000円分を3名様へプレゼン
トいたします。〆切は２月末日
までとさせていただきます。

〒986-0032
　　石巻市開成1－35
　　石巻ルネッサンス館内
　　（公社）石巻法人会  パズル係

《送り先》

※
入
会
日
の
若
い
順
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

（
令
和
３
年
12
月
～
令
和
４
年
３
月
）（
敬
称
略
）

【問題】二重枠に入った数字の合計はいくつでしょう？

パズル・数独
※ルール① ： まだ数字の入っていないマスに、１から９までの数字のどれかをひとつずつ入れま

しょう。
　ルール② ： タテの列、ヨコの列、太線で囲まれた３×３のブロックのいずれにも、１から９まで

の数字がひとつずつ入るようにします。

3 1 5
9 5 4 2

7 6
2 1 7 4
4 7

1 6 3 9
5 9
3 2 1 8
8 5 7

【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズル通信
ニコリ」を発行する出版社。数独・ク
ロスワードなど多種多様なパズルをメ
ディアへ提供するコンテンツメーカー
でもある。スマホアプリ「スマニコ
リ」も配信中。

７つの間違い探し
上の絵と下の絵には相違点が７カ所あります。
見つかりますかな？（答えは14ページ）



令和４年３月31日 石 巻 法 人 会 広 報 誌 第228号（14）

①大きな鳥（左上）  ②剣の長さ（左上）  ③地球（右上）  ④姫のアゴのホクロ（右上）  ⑤姫のかんざしの長さ（中央）  ⑥ヤマトタケルの左袖の柄（中下）  ⑦姫の左袖の花柄の葉（右下）


